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1 ．はじめに
　今回私は 6 年生の海外選択制臨床実習で，ドイツ西部にあるルール大学ボーフム校付属心臓・糖尿病セン
ター（HDZ）に 1 ヶ月間臨床実習を行いました。留学までの準備や渡独することに対しての不安など様々
な壁はありましたが，帰国して思うことは「勇気を出してドイツに行って良かった。」の一言です。このよ
うな貴重な機会を与えて下さり，留学に対して協力して下さった先生方には非常に感謝しております。今後，
学生の間に留学を考えている方々への参考となれば幸いです。
2 ．海外臨床実習を希望した理由
　私は大学 3 年生の時にカナダ・トロントの小児病院（sick kids）に夏休みを利用して，とある研究室へ
observerとして短期留学しました。その時に，sick kidsは勿論，世界中の病院で医学生を受け入れて，臨床
実習を行っているというお話を伺ったことがきっかけです。また，長期休暇中にヨーロッパを中心に旅をし
ていたことや，ノンネイティブスピーカーの方が意思疎通をしやすいと感じたこと，外科系で実習したいと
いった理由から，ドイツで心臓血管外科の手術が盛んに行われているHDZへの留学を決めました。
3 ．海外臨床実習までの準備
　ドイツへの留学は直接，第一外科の芳村教授に海外実習の希望をお伝えするところから始まりました。私
は夏休みの間，本当に行くべきなのか，行って大丈夫なのかなどと逡巡してしまい，結局希望の旨をお伝え
したのは締め切り数日前に富山で開催された川崎病学会の懇親会の席でした。その後，英文の履歴書（CV）
やドイツ語で書かれた予防接種のチェック表，誓約書を作成・記入しました。宿泊先に関してはHDZが契
約している近所の一軒家の一室を手配して下さったので，心配ありませんでした。渡独まで期間があるので，
ドイツ語を勉強しようと思いましたがなかなか進まず，あまりできませんでしたが，今から思うと簡単な会
話はドイツ語でできた方が絶対に得だと思います。その点は非常に苦労しました。英語に関してはNHKの
ラジオ英会話をなるべく聞くようにしていた程度です。医学英語に関しては心臓に関することは覚えて行っ
た方が便利です。また，ドイツ語の医学用語についてもHDZで作成されたものがあるので，それを覚えて
いくと捗ると思います。航空券に関しては出発 1 カ月前にインターネット（トルノス，sky scanner）で予
写真：HDZがあるBad Oeynhausenの駅。とても静かな高級住宅街。
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約しました。羽田からドバイ経由でフランクフルトに到着する便でした。フランクフルトから病院のある
Bad Oeynhausenまでは鉄道で向かいますが，ユーレイルパスは現地で買った方が得なので日本では購入し
ませんでした。ポケットWifiも空港でレンタルして利用しました。また，私はあろうことか渡独の 1 週間前
に体調を崩し，一時期ドイツ行きが危ぶまれ，先生方にご心配とご迷惑をお掛けしたので，海外実習に行く
際には体調面も日頃から気をつけるべきでした。
4 ．HDZでの実習について
　HDZには心臓外科部門に20～30人程の医師がおり，国籍も様々です。2013年時点で日本人は 3 名ほど留
学しており，特に愛知県の病院から留学なさっている，真鍋先生には大変お世話になりました。 1 日の始ま
りですが，木曜日以外は朝 ７ 時15分からのカンファレンス（ドイツ語）から始まります。木曜日だけ ７ 時 5
分からレクチャーがあり，スクリーンルームでドイツ語のレクチャーを受けます。そのあと，医師控室に移
り，今日のオペ予定を確認して，自分が見たいオペを見に行きます。 1 日にひとつのオペ室で 3 件，オペ室
は 8 つあり， 1 日で約20件前後のオペが行われているので，毎日見たいと思えるオペが必ずあります。更衣
室はカードキーがないと入室できないので，医師と一緒に行くか，扉をノックして開けてもらいます。ロッ
カーも特にないので荷物は最小限にしました。服のサイズは 1 か 2 ，靴は40が日本人にはちょうど良いと思
います。しっかりと髪が出ないように帽子を閉めて，マスクをしたら手を消毒して，オペ室に向かいます。
オペ室に入ったら挨拶をしつつ，麻酔科医に「オペを見せて下さい。」と頼みます。多くの場合は許可して
下さるので，麻酔科医の位置から見学します。手洗いをしてオペに入って助手の位置にいるよりも，執刀医
の目線でオペを見れることが多いので，大変勉強になります。オペが終わったら，ICUに向かうもよし，そ
のまま更衣室へ戻るもよし，自分の判断で行動しました。その日のオペの種類に依りますが， 1 日 1 件しか
見ない日もあれば 3 件見る日もありました。食事に関しては，病院側が食事代を負担して下さり，病院食堂
のビュッフェを毎日利用しました。朝も夜もやっているので食費はあまりかかりませんでした。最初の 1 週
間は勝手が分からなかったので，オペを見学するだけの毎日でしたが，何人かの先生は英語で話しかけて下
さり安心しました。その中でも私はDr.Michiel Morshuisのオペの雰囲気が気に入り，なるべく彼が執刀す
るオペを見学するようにしました。また，見学するだけでは物足りなかったので，術前の消毒の補助だけで
なく，閉創などにも携わらせて頂き，実際に縫うこともできました。おそらく，もう少しドイツ語や英語が
流暢であれば，より多くの手術に参加できただろうと思うと悔しいばかりです。 1 ヶ月間で見学したオペは
心臓移植，CABG，MVR，AVR，MID-CAB，TAVI，Glenn，David，VADなどです。
5 ．休日
　土日は完全に休みだったので，毎週ドイツ各都市へ小旅行をしていました。ユーレイルパスは10日分買う
と便利だと思います。ホテルは現地からHotels.comで予約しました。ベルリン，ハンブルグ，ブレーメン，
ケルン，ドルトムント，フランクフルトへ行くことができました。特に 6 月はドイツの大きなお祭りが 2 つ
もベルリンで開催されるほか，サッカーのワールドカップもあったので，非常に楽しめました。
左：Dr.Michiel Morshuisと　右： 1 か月滞在した民家
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6 ．おわりに
　 1 か月は長いようで短いですが，学生の身分で何も仕事もなく責任もない状態で行くのは 1 か月は丁度良
い長さだと思います。今回の海外実習で気付いたことがいくつかあります。 1 つ目は海外へ行くからこそ，
日本のことについて知っていなければならないということです。他愛もない会話もありましたが，日本の医
療についてはもちろん，文化や歴史について聞かれることもありました。海外の方とコミュニケーションを
する上で，以前から気付いてはいましたが，やはりドイツでも同じような場面に何度か直面しました。 2 つ
目は自分が何をしたいのかを明確にしなければならないことです。日本の臨床実習ではある程度 1 日のスケ
ジュールが予め決められており，それに従って行動することが多かったと思います。ドイツでは特に決めら
れていないので， 1 日の過ごし方を自分で考えて行動する必要があります。自分が何に興味があるのか，何
をしたいのかを明確にしなければ，相手に伝わらず何もすることができません。実際に多くのオペを見学し，
何度かオペにも参加できましたが，見学や術野に入ることを断られたり，途中で麻酔科医に追い出されたり
もしました。そうした失敗もありましたが，まずは自分の意思表示です。 3 つ目は医療の素晴らしさです。
今回，日本人でHDZで心臓移植を受けた元患者さんが定期健診にドイツにいらしており，偶然にもバーで
お会いし，一緒にお酒を飲む機会を得ることができました。私よりも年下の好青年で，ビールを何杯も飲み
干していました。心臓移植をしていなければ助からなかったと思われる命です。帰り際に握手をしたその手
が温かく，非常に感動したことを今でも思い出します。
　海外選択制臨床実習は，単に海外の病院で実習するだけでなく，その国の文化や風土の一端を体感するこ
とができますし，毎日が発見と驚きの連続です。 1 歩を踏み出すには勇気が要るとは思いますが，その 1 歩
の先には未知の世界が広がっています。各々がその未知を発見し，自分の人生の糧としていけば良いのでは
ないかと思います。是非，興味のある方はこうした機会に海外で実習してみて下さい。
左：LGBTのプライドパレード@Berlin　右：血のソーセージ（Blood Wurst）@ Köln
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写真：最終日に見学したVADのオペ。Dr.Michiel Morshuis，オペ看さん，日本人助手× 2
